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岡山市第六次総合計画 長期構想 （平成２８年３月策定）

未来へ躍動する
桃太郎のまち岡山
総合計画は将来を見据えた市政運営の羅針盤であり、

市政を推進する上で最も基本となる計画です。
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岡山市第六次総合計画

長期構想

策定の趣旨
長期構想
の

全体像

まちの「変化」を創り出し、まちの「活力」、岡山への 「愛着」と「誇り」を高める長期構想

計画の構成 計画期間

中四国をリードし、
活力と創造性あふれる
「経済・交流都市」

誰もがあこがれる充実の
「子育て・教育都市」

  全国に誇る、
傑出した安心を築く
｢健康福祉・環境都市｣

将来都市像 2 将来都市像 3

未来へ躍動する
桃太郎のまち岡山
「躍動」「住みやすさ」「協働」

都市経営

　岡山市は、平成２１年４月の政令指定都市移行に合わせて、「岡山市都

市ビジョン　新・岡山市総合計画」を策定し、これに基づき着実にまちづくり

を進めてきました。

　一方、我が国を取り巻く社会経済状況が大きく変化し、今後岡山市に

おいても、人口減少社会の到来が見込まれる中、変化を実感したいという

市民のまちづくりへの期待の高まりを踏まえ、岡山市らしさを発揮しなが

ら、都市の活力を生み出し、さらなる岡山市の発展を実現していかなけれ

ばなりません。

　このため、本総合計画は、「水と緑」に象徴される都市ビジョンの理念を

引き継ぎながら、住みやすさに一層の磨きをかけるとともに、国内外を視

野に入れた未来志向の躍動感のあるまちづくりを、市民と行政が協働して

進めることにより、まちの変化を創出し、まちの活力、市民の岡山への愛着

と誇りを高めることをめざし、策定します。

計画体系
・

計画期間
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岡山市第六次総合計画

長期構想

策定の趣旨
長期構想
の

全体像

まちの「変化」を創り出し、まちの「活力」、岡山への 「愛着」と「誇り」を高める長期構想

計画の構成 計画期間

Ｈ28年度

55年（H33～37年度）

10年（H28～37年度）

5年（H28～32年度）

※H28年中に策定予定

Ｈ32年度

基本目標

施策の具体的な展開
前期中期計画前期中期計画 後期中期計画

3つの将来都市像
都市づくりの都市づくりの1 方向0の基本方向方向0の基本方向

長期構想長期構想長期構想長期構想

中期計画

Ｈ37年度

基本方向
4 安心して子育てができ、
　若者や女性が輝くまちづくり

5 つながる教育で未来を拓く
　人材を育むまちづくり

6 理解を深め合い、ともに築く
　市民主体のまちづくり

てができ、

基本方向
将来都市像1

中四国をリードし、
活力と創造性あふれる
「経済・交流都市」

誰もがあこがれる充実の
「子育て・教育都市」

  全国に誇る、
傑出した安心を築く
｢健康福祉・環境都市｣

将来都市像 2 将来都市像 3

基本目標

未来へ躍動する
桃太郎のまち岡山
「躍動」「住みやすさ」「協働」

1 地域経済の活性化による、性化による、
　魅力と活力あふれるまちづくりるまちづくり

2 コンパクトでネットワーク化されたネットワーク化された
　快適で多様なまちづくりづくり

3 歴史と文化が薫り、誇りと一体感薫り、誇りと一体感
　の持てるまちづくりり

基本方向
7 住み慣れた地域で安心して暮ら
　せる健康・福祉のまちづくり

8 地域の力をいかした災害に強く
　安全・安心なまちづくり

9 豊かな自然と調和した市民の
　手による持続可能なまちづくり

基本方向

都市経営

10 圏域をリードし、都市の持続的
発展を支える都市経営

　岡山市は、平成２１年４月の政令指定都市移行に合わせて、「岡山市都

市ビジョン　新・岡山市総合計画」を策定し、これに基づき着実にまちづくり

を進めてきました。

　一方、我が国を取り巻く社会経済状況が大きく変化し、今後岡山市に

おいても、人口減少社会の到来が見込まれる中、変化を実感したいという

市民のまちづくりへの期待の高まりを踏まえ、岡山市らしさを発揮しなが

ら、都市の活力を生み出し、さらなる岡山市の発展を実現していかなけれ

ばなりません。

　このため、本総合計画は、「水と緑」に象徴される都市ビジョンの理念を

引き継ぎながら、住みやすさに一層の磨きをかけるとともに、国内外を視

野に入れた未来志向の躍動感のあるまちづくりを、市民と行政が協働して

進めることにより、まちの変化を創出し、まちの活力、市民の岡山への愛着

と誇りを高めることをめざし、策定します。

計画体系
・

計画期間
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岡山市第六次総合計画

長期構想長期構想策定の背景

・人口の東京一極集中の進展
・岡山市も長期構想の計画期間中にピークを迎え、人口減少期に突入、
　高齢者人口の増加と中長期的な生産年齢人口の減少
・人口減少社会を見据えた都市構造の転換が必要

※人口等は現在市域。人口総数には年齢「不詳｣を含む。ただし、人口比率は年齢「不詳」を除いて算出。
※H27国勢調査速報値は719,584人　　　　　　　　　　　　　　  資料：S３５～H２２は国勢調査、H２７～５７は岡山市推計（H26）

時代の変化や要請
■人口減少問題と少子高齢化への対応

■

■

・グローバルな視野に立った施策展開の必要性
・ＩＣＴ（情報通信技術）の有効活用による効率的・効果的な市民サービスの向上

■グローバル化・情報化のさらなる進展

健康寿命は
全国よりも、
男性は1.4歳短い
女性は0.9歳短い

人口減少や人口構造の変化は
都市部や中山間地域等で
異なることに留意が必要

■

岡山市の人口（昭和35年～平成57年）

生産年齢人口
（15～64歳）

(千人) (％)
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0 0.0
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69.2

1118.6
221.55

114.33
12..33

664.22 60.0

555.33

3333.66

111111.111

70.0

80.0

S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 H32 H37 H42 H47 H52 H57

生産年齢人口比率

高齢者人口比率

年少人口比率年少人口
（0～14歳）

高齢者人口
（65歳以上）

66.8888

2666.1111

67.1

682
666

22244

33688

74

実績 推計

717

現在の高齢化率（H22）

資料：H22国勢調査、岡山市推計（H26）

凡例 65歳以上の
　　 人口割合

30年後の高齢化率（H52）

50％～
40％～
30％～
20％～
10％～

・大阪圏
・東京圏

大阪圏
東京圏

+808

+1,107

+1,619

-1,767
-2,032

+4,748

72.7
70.4

69.0

73.6

1
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岡山市第六次総合計画

長期構想長期構想策定の背景

・東京圏等への人口流出の歯止め、若い世代の岡山
への定着
・雇用と活力を生み出す戦略的な産業振興、農業の
担い手不足への対応、観光誘客・受入れ力の向上
・中心市街地の持つ役割の重要性の再認識
・都心部、周辺部を通じた公共交通の利便性向上
・広域的な行政課題への効果的対応

※健康寿命とは「日常的に介護を必要としないで、自立した生活ができる生
　存期間」のこと（WHO）
資料：厚生労働省「市区町村別生命表(H22)」、厚生労働省研究班「健康寿
　　 命の指標化に関する研究（平成25年度分担研究報告書）」

時代の変化や要請
■

■地域経済の活性化、
　広域的役割への期待

・頻発する集中豪雨等や南海トラフ巨大地震の発生
の危険
・老朽化する都市インフラの計画的な予防保全等の
適切なマネジメント

・医療・介護需要の増加、健康づくり、
　生涯現役のサポート

■安全・安心に対する
　市民意識の高まり

■

健康寿命は
全国よりも、
男性は1.4歳短い
女性は0.9歳短い

人口減少や人口構造の変化は
都市部や中山間地域等で
異なることに留意が必要

・結婚、妊娠、出産、子育ての希望がかなう環境整備
・若者、女性をはじめ多様な人材が活躍しやすい環
境づくり

・学力の向上、問題行動、不登校への対応
・多様な主体の力をいかした地域課題の解決

■子育て・教育ニーズの拡大、
若者や女性など市民の力の発揮

生産年齢人口
（15～64歳）

生産年齢人口比率

高齢者人口比率

年少人口比率年少人口
（0～14歳）

高齢者人口
（65歳以上）

実績 推計

717

岡山市の人口移動の構図

資料：「岡山市の統計」をもとに集計

※※数値は数値はH21～25の

・中国・四国
・岡山県内

（中枢拠点）
岡山市

・大阪圏
・東京圏

（山陽）
中国

（山陰）
中国 大阪圏

東京圏

県内
岡山

四国

+808

+1,107

+1,619

-1,767
-2,032

岡山市
+4,748

純移動の累計（単位：人）

15,453

6,000

6,200

6,400

6,600

6,800

7,000

7,200

7,400

7,600
岡山市の合計特殊出生率と出生数の推移

資料：岡山市、「岡山県衛生統計年報」

資料：岡山市集計

岡山市
出生数

岡山市
出生率

全国
出生率

岡山県
出生率

岡山市の直近5年間
の平均は1.42

(人)
1.60

1.50

1.40 1.37 1.37

1.35

1.43 1.43 1.43

1.43

1.48

1.49

1.39

1.30
1.30

1.20

1.10
H12 H14 H16 H18 H20 H22 H24

1.49

3

3 3
3

41.466
1.4433 1.4444

1.3366 1.3777

7,3397,339
7,2387,238 7,2857,285

6,8846,884 6,8736,873 6,5066,506

1.266 6,8176,817
6,7476,747

6,7906,790

6,4876,487

6,7526,752 6,6986,698
6,6096,609

6,7006,700

（人）

未入園児童数

※保育園等とは、2号・3号認定を受けた認可保育園、認定こども園、
　地域型保育事業
※H28年度申込者数は1月末現在の概数

資料：全国学力・学習状況調査

4月1日現在
各年度

H28H27H26H25H24H23

845 957 986 955 938（人）

16,000

14,000

12,000

12,967 13,097
13,567 13,63713,637

14,04714,047

14,57414,51514,515

16,310

13,603

14,44814,448
14,887

13,930
14,33814,338

15,324 15,386

14,431

定員数 申込者数 入園児童数入園児童数

岡山市の保育園等における未入園児童数の状況

主として読解力・表現力に関わる問題の正答率の対全国比
（全国を100とした場合の岡山市の値）

平成27年度

99.5
103.7
95.4
90.4

科　目

小学校国語

小学校算数

中学校国語

中学校数学

90

85

80

75

70

65

60

79.6

87.2

72.7
70.4

岡山市の平均寿命と健康寿命
（歳）

全国 全国岡山市 岡山市

男男 女

健康寿命
平均寿命

14.514.514.5
79.6

69.0

10.610.610.6

86.4

73.6

女

12.812.812.8

9.2

1
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岡山市第六次総合計画

長期構想長期構想策定の背景

・平成27年に実施した市民意識調査によると「大き
な方向性として、どんな分野に力を入れるべきか」
という問いに対しては、健康・医療・福祉、教育、安
全・安心、子育て分野が高くなっています。

　特に、教育分野は、30、40代のニーズが高く、子育
て分野は20、30代のニーズが高くなっています。

・「今後どのような視点を大切にしてまちづくりを進
めるべきか」という問いに対しては、「超高齢化へ
の対応」が最も多く、次いで、「人口減少・少子化
への対応」、「災害への備えの強化」、「次代を担う
ひとづくり」が3割を超えて相対的に高い割合とな
っています。

◉まちづくりへの市民意識

・住みやすさへの一定の評価がある一方で、岡山
市の特徴をつくり、都市ブランド力、地域への愛
着や関心を高めることが課題

・地方分権が進展し、グローバル化や広域化など社
会情勢が絶えず変化する時代にあっては、地域の
独自性をいかしたまちづくりを進めることが必要

市民の課題意識
■岡山市らしさの発揮と発信

◇市民の定住（住みやすさ）に対する意識は？
住みつづけたい主な理由

◇全国的な岡山市の認知度は？

■

住みたくない主な理由

・気候など自然環境がよい････････73.6％
・先祖代々の土地・墓地がある･････35.5％
・交通の便がよい････････････････30.9％

高次の機能集積、
中四国の交通のクロスポイント

■
災害が少なく温暖な気候、
豊富な医療・介護資源

■
先人から引き継ぐ
固有の歴史・伝統・文化

■
活発な地域活動、ＥＳＤの取組

■
第３次産業中心の産業構造、
全国有数の農業都市

・人情・人間関係がよくない･･･････36.0％
・都会的な魅力がない････････････26.8％

・全国から見た岡山市の認知度が必ずしも高いとは言
えない状況

・固有の地域資源の価値を学び、まちづくりにいかし、
国内外に積極的に発信していくことが重要

参 考

岡山市の強みと特性

57.8
42.7
38.2
32.8

21.4
21.3
19.6
18.3
17.7
14.2
13.6
13.3
12.9

10.0
3.9
3.6
2.8

0% 20% 40% 60% 80%

超高齢化への対応

人口減少·少子化への対応

災害への備えの強化

次代を担う人づくり

交通ネットワークの形成

豊かな自然環境の保全や環境問題への対応

持続可能な行財政運営

交流人口の増加

多様な地域特性を活かしたまちづくり

既存施設の有効活用やインフラ老巧化への対応

定住人口の増加

女性が活躍できる社会の実現

市民生活やニーズの広域化・多様化への対応

都市の活力や都市問競争力の向上

グローバル化や国際化の進展への対応

市民、企業、NPO等の多様な主体の協働

無回答及び無効回答

0%

65.6

47.4

41.2

35.4

26.7

20.9

16.7

15.1

5.4

1.7

20% 40% 60% 80%

健康·医療·福祉

教育

安全·安心

子育て

産業振興・雇用創出

環境

都市整備

地域振興

歴史·文化

無回答及び無効回答

問 大きな方向性として、どんな分野に
力を入れるべきか（3つまで選択回答） 問 今後どのような視点を大切にしてまちづくりを

進めるべきか（4つまで選択回答）

30、40代

20、30代

山口
広島

岡山 神戸大阪 奈良

松江 鳥取

京都 大津

和歌山
徳島

高松

松山

高知

岡山市80

60

7.6 8.3 5.3 5.1 5.5 4.8 3.7 4.3 3.0

79.277.977.480.078.677.6
71.071.069.9

76.4

6.2

40

20

0

100

(年度)

住みつづけたい

住みたくない

（%）

H9 H11 H13 H17H15 H25 H27H19 H21 H23

 資料：ブランド総合研究所「地域ブランド調査2015」

 資料：岡山市市民意識調査（H27）

全国（※1,000市区町村） 政令指定都市

認知度 72位/1,000 16位/20

魅力度 178位/1,000 15位/20

観光意欲度 171位/1,000 15位/20

2 3
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岡山市第六次総合計画

長期構想長期構想策定の背景

資料：厚生労働省「医療費の地域差分析(H24)」、「医療施設調査(H25)」、
　　 「医師・歯科医師・薬剤師調査(H24)」、総務省「国勢調査(H22)」をも
　　 とに作成

◉まちづくりへの市民意識

市民の課題意識
■

・商業・医療など、高次の都市機能の集積
・多くの学生が集う学術・研究の拠点
・全国的にも非常に優れた交通の広域拠点性

■立地条件のよさ

・気候など自然環境がよい････････73.6％
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岡山 神戸大阪 奈良

松江 鳥取

京都 大津
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徳島

高松
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4位4位4位4位4位4位4位4位4位4位4位4位4位

4位4位4位4位4位4位4位4位4位4位4位4位4位4位4位

3位3位3位3位3位3位3位3位

3位3位3位3位3位3位3位3位3位

3位3位3位3位3位3位3位3位3位

3位3位3位3位3位3位3位3位3位3位3位3位3位

7位7位7位7位7位7位7位7位7位7位7位7位7位7位 7位7位7位7位7位7位
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都道府県
福島
長野
千葉
岩手
山形

2010
（N=775）

都道府県
長野
岡山
福島
香川
千葉

2012
（N=1017）

都道府県
山梨
長野
岡山
福島
新潟

2014
（N=2885）

都道府県
長野
山梨
島根
静岡
岡山

2015
（N=4325）

順位
1
2
3
4
5

2 3
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長期構想都市づくりの基本目標と３つの将来都市像

1

未来へ躍動する 桃太郎のまち岡山

将来都市像

都市の躍動感を創出する

中四国をリードし、
活力と創造性あふれる
「経済・交流都市」

2
将来都市像

誰もがあこがれる
充実の

「子育て・教育都市」

3
将来都市像

全国に誇る、
傑出した安心を築く
「健康福祉・環境都市」

地域経済を成長させ、
賑わいを創出する

周辺地域を活性化し、
都心とつなぐ

新たな文化を
創造・発信する

圏域の発展をけん引する

子育て環境を
充実させる

未来を拓く人材を育てる

多様な担い手をいかす

健康で安心に暮らす

安全に万全を期す

豊かな自然環境を
引き継ぐ

・岡山市の持つ優れた立地条件や商業・業務、医療、教育・文化等の都
市機能集積の強みをいかした産業育成や、多彩な農業の振興を図るこ
とにより、地域経済の活力を生み出す都市をめざします。

・都心部において、国内外からの観光・コンベンション、ビジネス等の交
流を活発化するとともに、中心市街地の魅力と賑わいを創出すること
により、市域全体の発展をけん引する原動力とします。

・周辺地域の拠点機能を充実し、これと高次の都市機能が集積した都
心部とが利便性の高い公共交通等で相互に結ばれた、コンパクトでネ
ットワーク化された都市づくりを進めるとともに、それぞれの周辺地域
が多様で豊かな地域資源を十分にいかして活性化と生活機能の維持
を図りつつ、個性を発揮し、市域全体が快適で活力あふれる都市をめ
ざします。

・岡山市固有の歴史・伝統・文化をまちづくりに活用するとともに、市民
一人ひとりが学び親しむことにより、様々な交流を通じて新たな文化
を創造し、岡山市らしさを市民が誇りを持って国内外に積極的に発信
する都市をめざします。

・高次都市機能の集積をいかし、関係市町と相互に連携しながら、圏域
全体の発展を力強くリードする拠点都市をめざします。

・結婚、妊娠、出産、子育てを希望する誰もが安心して子どもを生み育て
ることができる環境が充実し、若者世代が定着し、女性や若者の大き
な人材力をいかす都市をめざします。

・子どもが将来に夢と希望を持って健やかに育つよう、就学前から中学
校までの学びの連続性を大切にするとともに、家庭、学校、地域が協働
して教育力を高めることにより、他者や社会とのつながりを重視して、
自ら考え、学び、行動する、未来を拓く人材が育つ都市をめざします。

・ＥＳＤの理念に基づき、次代を担う人材を育成し、多様な担い手が、自
助・共助・公助の精神で、それぞれの役割を発揮しながら、より良い地
域をつくり上げる市民主体の都市をめざします。

・豊富な医療・介護資源をいかし、生涯を通じて健康でいきいきと活躍
でき、医療や介護等の支援が必要になっても誰もが住み慣れた地域で
安心して暮らし続けられる都市をめざします。

・都市基盤の計画的な整備と更新、地域における防災、減災、防犯など
の自主的な活動を通じて、大規模化する自然災害等への備えに万全を
期し、市民の暮らしの安全・安心が確保された都市をめざします。

・低炭素・循環型社会の推進や、市民一人ひとりが地球環境や将来世代
に配慮した行動を実践することで、環境負荷の少ない持続可能な社会
づくりを進め、多様な自然環境と調和した豊かな暮らしを将来世代に
引き継ぐ都市をめざします。

　岡山市は、時代の変化や要請、市民の課題意識を踏まえつつ、固有の強みや特性を最
大限にいかしながら、活力があふれ、市民が愛着と誇りを持ち、未来へ躍動する都市の
実現に向け、岡山市のさらなる発展と市民の満足度の向上をめざした都市づくりを進め
ます。そして、新たな岡山市の都市づくりの象徴として、未来への躍動感、力強さと健康、
白桃に代表される農産物などを、全国的にも知名度が高く、岡山固有の歴史・文化に由
来する「桃太郎」に重ね合わせ、「桃太郎のまち岡山」を掲げ、市民と行政が一体となって
取り組みます。

　水と緑に恵まれた美しく快適な環境を大切にし、安全・安心の「住みやすさ」を基盤にしながら、ま
た、市民がまちづくりの変化を実感できるよう、都心部と周辺部との調和とバランスのとれた発展に
意を用いながら、国内外に開かれた活発な交流を通じて新たな都市の魅力を創造・発信し、活力と躍
動感あふれる都市づくりを進めます。
　これにより、岡山市の都市ブランドを確立し、市民がその魅力を自信を持って国内外に発信できる
都市をめざします。
　岡山市に生まれ、育ち、学び、働き、活動する市民誰もが、個性と能力を最大限に発揮し、一人ひと
りが夢や希望を実現できるよう後押しする、人が輝く都市づくりを進めます。

「住みやすさ」に磨きをかける
　これまで培ってきた、安全・安心で、恵まれた自然環境と質の高い都市機能のどちらも享受できる
暮らしが、岡山市の魅力として捉えられています。このような「住みやすさ」に磨きをかけ、市民誰もが
岡山に住み続けることに誇りを持てる都市づくりを進めます。

市民と行政がともに変えていく

　都市づくりの目標や課題を市民と行政が共有し、具体的な役割分担を明確にしながら、ともに考
え、ともに行動し、その実現に向けて協働で取り組んでいきます。また、市役所自身、市民からの期待
に応えられる組織への自己変革を進めます。

　以上の基本目標の実現に向けて、３つの将来都市像、都市づくりの１０の基本方向を定めます。
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長期構想将来都市像を実現するための１０ の基本方向

・中小企業・小規模事業者の育成・強化、経営安定化
・新産業の戦略的な創出・育成、企業立地の推進
・中心市街地の回遊性の向上、魅力と賑わいの創出
・多彩で豊かな農産物を生産する農業の振興
・観光・交流の促進、都市ブランドの向上

基本方向 ❶
地域経済の活性化による、
魅力と活力あふれるまちづくり

・周辺地域と都心部とが調和、発展し、それぞれの特
性と機能をいかした、コンパクトでネットワーク化
された快適で多様なまちづくり
・公共交通を中心に、地域特性に応じた交通ネット
ワークの構築

基本方向 ❷
コンパクトでネットワーク化された
快適で多様なまちづくり

1
将来都市像 中四国をリードし、

活力と創造性あふれる
「経済・交流都市」 2

将来都市像
誰もがあこがれる充実の
「子育て・教育都市」

・歴史・文化に子どものころから学び親しむ
・歴史・文化の魅力をいかし、新たな文化を創造し、
国内外に発信
・文化・芸術、スポーツを振興し、様々な交流を促進

基本方向 ❸
歴史と文化が薫り、
誇りと一体感の持てるまちづくり

・保育サービスの安定的な確保、ワーク・ライフ・バラン
スの推進、地域社会全体で子育てを支える環境づくり
・困難を抱える子ども・若者への総合的な対策の充実、
安全で健やかに育ち、自立することができる環境づくり
・若者や女性が持つ潜在力や多様な視点を様々な場面
で活用、男女共同参画の推進

基本方向 ❹
安心して子育てができ、
若者や女性が輝くまちづくり

・ＥＳＤの理念をまちづくり全般に共通する行動指
針とし、多様な主体がパートナーシップを深め、そ
れぞれの特性や力を発揮し、幅広い課題の解決に
向けて実践
・国際交流の推進、グローバル人材の育成、多文化
共生の国際的に開かれたまちづくり
・誰もが個人として等しく尊重され、個性と能力を発
揮することのできる人権尊重のまちづくり

基本方向 ❻
理解を深め合い、
ともに築く市民主体のまちづくり

・学びと育ちの連続性を大切に、家庭、学校、地域が
協働して「自立する子ども」を育成
・市民の生涯にわたる豊かな学びを支援し、未来を
拓く力と豊かに生きる力を育む

基本方向 ❺
つながる教育で
未来を拓く人材を育むまちづくり

・多様で豊かな自然と共生した持続可能なまちづくり
・再生可能エネルギーの導入、省エネルギー化の推進、
市民生活や都市活動を環境にやさしいスタイルに変革

・４Ｒの取組により、徹底した廃棄物の減量化・資源
化を推進

基本方向 ❾
豊かな自然と調和した
市民の手による持続可能なまちづくり

・財政運営の健全性の確保、市役所の自己変革、官民
の役割分担の見直し等の不断の行財政改革
・連携中枢都市圏等、関係市町との有機的な連携の
推進、圏域全体の発展を力強くリード、さらには瀬戸
内地域の活性化に貢献

基本方向 10基本方向 10
圏域をリードし、
都市の持続的発展を支える都市経営

3
将来都市像 全国に誇る、

傑出した安心を築く
「健康福祉・環境都市」

・健康寿命の延伸、生涯現役で活躍できるまちづくり
・「地域包括ケアシステム」を構築
・高齢者、障害者、生活困窮者等の地域での支え合い、
必要な福祉サービスを提供し、社会参加と自立を促進

基本方向 ❼
住み慣れた地域で安心して
暮らせる健康・福祉のまちづくり

・災害に強い都市基盤の整備、都市インフラの効果
的・効率的なマネジメント

・迅速・的確な消防救急体制、地域の防災力の強化
・犯罪や交通事故の少ない生活環境づくり、消費者
保護など安全な市民生活を守る取組の推進

基本方向 ❽
地域の力をいかした
災害に強く安全・安心なまちづくり

都市経営
拠点

拠点

拠点

拠点

市街地

都心生活交通等 公共交通等

都市機能の集積

「コンパクト」と「ネットワーク」

周辺地域の活性化

生活機能の維持

周辺
市町

周辺
市町

国内
海外

企業進出企業進出
観光·交流
移住移住移住·定住

広域
連携

広域
連携

集
落

集
落

※「コンパクト」と「ネットワーク」について
　「コンパクト」とは、都心部と周辺地域の拠点に、それぞれの特性に応じた都市機能を集積していくこと
で、密度の高いまとまりのある都市空間を形成していくことを意味します。
　「ネットワーク」とは、周辺地域の各拠点と都心部とが利便性の高い公共交通等で結ばれるとともに、
周辺地域では各拠点を中心に、生活交通等が確保されるなど、地域特性に応じた交通ネットワークを
構築することを意味します。
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・中小企業・小規模事業者の育成・強化、経営安定化
・新産業の戦略的な創出・育成、企業立地の推進
・中心市街地の回遊性の向上、魅力と賑わいの創出
・多彩で豊かな農産物を生産する農業の振興
・観光・交流の促進、都市ブランドの向上

基本方向 ❶
地域経済の活性化による、
魅力と活力あふれるまちづくり

・周辺地域と都心部とが調和、発展し、それぞれの特
性と機能をいかした、コンパクトでネットワーク化
された快適で多様なまちづくり
・公共交通を中心に、地域特性に応じた交通ネット
ワークの構築

基本方向 ❷
コンパクトでネットワーク化された
快適で多様なまちづくり

1
将来都市像 中四国をリードし、

活力と創造性あふれる
「経済・交流都市」 2

将来都市像
誰もがあこがれる充実の
「子育て・教育都市」

・歴史・文化に子どものころから学び親しむ
・歴史・文化の魅力をいかし、新たな文化を創造し、
国内外に発信
・文化・芸術、スポーツを振興し、様々な交流を促進

基本方向 ❸
歴史と文化が薫り、
誇りと一体感の持てるまちづくり

・保育サービスの安定的な確保、ワーク・ライフ・バラン
スの推進、地域社会全体で子育てを支える環境づくり
・困難を抱える子ども・若者への総合的な対策の充実、
安全で健やかに育ち、自立することができる環境づくり
・若者や女性が持つ潜在力や多様な視点を様々な場面
で活用、男女共同参画の推進

基本方向 ❹
安心して子育てができ、
若者や女性が輝くまちづくり

・ＥＳＤの理念をまちづくり全般に共通する行動指
針とし、多様な主体がパートナーシップを深め、そ
れぞれの特性や力を発揮し、幅広い課題の解決に
向けて実践
・国際交流の推進、グローバル人材の育成、多文化
共生の国際的に開かれたまちづくり
・誰もが個人として等しく尊重され、個性と能力を発
揮することのできる人権尊重のまちづくり

基本方向 ❻
理解を深め合い、
ともに築く市民主体のまちづくり

・学びと育ちの連続性を大切に、家庭、学校、地域が
協働して「自立する子ども」を育成

・市民の生涯にわたる豊かな学びを支援し、未来を
拓く力と豊かに生きる力を育む

基本方向 ❺
つながる教育で
未来を拓く人材を育むまちづくり

・多様で豊かな自然と共生した持続可能なまちづくり
・再生可能エネルギーの導入、省エネルギー化の推進、
市民生活や都市活動を環境にやさしいスタイルに変革

・４Ｒの取組により、徹底した廃棄物の減量化・資源
化を推進

基本方向 ❾
豊かな自然と調和した
市民の手による持続可能なまちづくり

・財政運営の健全性の確保、市役所の自己変革、官民
の役割分担の見直し等の不断の行財政改革
・連携中枢都市圏等、関係市町との有機的な連携の
推進、圏域全体の発展を力強くリード、さらには瀬戸
内地域の活性化に貢献

基本方向 10基本方向 10
圏域をリードし、
都市の持続的発展を支える都市経営

3
将来都市像 全国に誇る、

傑出した安心を築く
「健康福祉・環境都市」

・健康寿命の延伸、生涯現役で活躍できるまちづくり
・「地域包括ケアシステム」を構築
・高齢者、障害者、生活困窮者等の地域での支え合い、
必要な福祉サービスを提供し、社会参加と自立を促進

基本方向 ❼
住み慣れた地域で安心して
暮らせる健康・福祉のまちづくり

・災害に強い都市基盤の整備、都市インフラの効果
的・効率的なマネジメント

・迅速・的確な消防救急体制、地域の防災力の強化
・犯罪や交通事故の少ない生活環境づくり、消費者
保護など安全な市民生活を守る取組の推進

基本方向 ❽
地域の力をいかした
災害に強く安全・安心なまちづくり

都市経営

都市機能の集積

「コンパクト」と「ネットワーク」

周辺地域の活性化

生活機能の維持

※「コンパクト」と「ネットワーク」について
　「コンパクト」とは、都心部と周辺地域の拠点に、それぞれの特性に応じた都市機能を集積していくこと
で、密度の高いまとまりのある都市空間を形成していくことを意味します。
　「ネットワーク」とは、周辺地域の各拠点と都心部とが利便性の高い公共交通等で結ばれるとともに、
周辺地域では各拠点を中心に、生活交通等が確保されるなど、地域特性に応じた交通ネットワークを
構築することを意味します。
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岡山市第六次総合計画 長期構想 （平成２８年３月策定）

未来へ躍動する
桃太郎のまち岡山
総合計画は将来を見据えた市政運営の羅針盤であり、

市政を推進する上で最も基本となる計画です。


